
図１．SLEは抗DNA抗体や抗リボソームP抗体などの自己抗
体が認められ、中枢神経障害や腎障害を生じる疾患です

図２．抗リボソームPモノクローナル抗体をマウスに投与
すると気分障害を生じ、血中トリプトファン濃度の低下を
認めました
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・免疫学的異常と細胞内代謝に着目した精神神
経障害のバイオマーカーの開発や、新しい治療
ターゲットの解明および創薬

抗リボソームPモノクローナル抗体を使用し
ている点で独自性が高い研究です。免疫学的異
常と精神神経障害の関連とその機序を検討して
います。これまで多くの論文の実績があります。
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全身性エリテマトーデス（SLE）は抗DNA抗
体などの多彩な自己抗体を伴う自己免疫疾患です。
抗リボソームP抗体はSLEでみられる自己抗体の
ひとつで、中枢神経障害などと関連します。

我々は抗DNA抗体陽性のループス腎炎患者で抗
リボソームP抗体が陽性である場合は腎組織所見
が重症であることを報告しました。また、抗リボ
ソームPモノクローナル抗体を作成し、マウスに
投与することで気分障害を生じること、それは抗
体による脳組織の直接的な障害ではなく、血中ト
リプトファン濃度の低下に伴うものであることを
明らかにしました。さらに、抗リボソームP抗体
陽性SLE患者では血清IFNα2が高く、トリプト
ファン・キヌレニン経路が促進していたことを報
告しました。

以上から、SLEにおいて抗リボソームP抗体は
抗DNA抗体と異なる特異的な免疫学的異常により
重症化およびトリプトファン代謝異常を介した精
神神経障害に関与していると推測されました。

現在、抗リボソームP抗体がどのようにSLEの
病態を悪化させるかのメカニズムの解明を、末梢
血の検体を用いて、フローサイトメトリー法やシ
ングルセルRNA解析などの手法を使用し進めてい
るところです。
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